




　動脈硬化症にもとづく心・血管障害の予防には小児期から対策を講ずる必要

のあることが明らかにされている。現在は予防的手段としては動脈硬化症を促

進する危険因子を軽減ないしは除去することが唯一の方法と考えられている。

なかでも高脂血症ほ危険因子の最大の一つと考えられているが,小児期に臨床

的に発見することほ特殊な例外を除いては困難である。家族歴の明らかな者を

含めて小児期に高脂血症をスクリーニングすることは早期発見,早期対応の点

ではなはだ意義のあることである。


